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巻頭の辞 

当会では、これまで旭川かいぼり調査（竹枝・勝山）や大野川生き物調査など市民・研究者による調査

の支援や、中高生の理科系クラブ向けの企画としての旭川源流大学などの行事の協力を行ってまいりま

した。また、昨年は水生昆虫研究会を、多くの方の支援を賜りながら岡山で開催することができました。

岡山理科大学を始め学生の参加が多く見られ、市民科学、研究者育成の機運の高まりも感じています。一

方で、昨今の豪雨・地震災害の多発により、行政は災害対策を余儀なくされ、それに傾倒しすぎるあまり

環境への配慮が疎かになってしまわないかとの懸念もあります。今後 10年を考えると、次世代に豊かさ

を感じる自然が残るのかと不安になります。 

当会では、豊かで美しい自然を取り戻すために何ができるかを模索しております。現在、10 年計画で

「岡山の水生昆虫」の冊子を、観察や調査を志す市民向けに作成して、継続的な調査が行えるよう企画し

ております。また、岡山出身の河川研究者、「可児藤吉」について広く知っていただき、自然科学に対し

て興味を深めるきっかけを提供できたらと考えています。このような経緯で、当会として以下のように

行動提起をいたしました。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

2019年 1月 13日 事務局：宮内 伸弥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動提起 

私たちは行動します。 

次世代に引き継ぐべき環境学習の心のバトンをつくりましょう。 

 

１．自然を愛する人の心を具体化した環境学習の無料の資料を作って配布しよう。 

 

２．ふるさとの自然研究に力を尽くした人々の歴史を語り継ぐ資料を作りましょう。 

 

３．ふるさとの自然と人の文化を守るネットワークを作りましょう。 

 

以上、私たちは行動することを誓います。 

2019 年 1月 13日 総会参加者一同 



「めだかの学校」活動紹介 

岡山市環境学習センター「めだかの学校」 能登 律安 

１ はじめに 

 「めだかの学校」に勤務して２年目になります。岡山野生生物調査会、旭川源流大学実行委員会に所属して

いる関係もあり、会の皆様や関係の大学・団体の皆様には、館内の行事や活動及び展示等で多大なご支援とご

協力をいただきまして深く感謝しています。 

２ 施設の概要 

 当館は、①旭川ミニ淡水水族館（旭川に生息する約３０種類の淡水魚の展示）、②おもちゃの宿（自然素材

で制作された日本全国の郷土のおもちゃの展示）、③春の小川（メダカやアメンボなどが泳ぎ回るビオトープ）

で構成されています。昭和６３（1988）年、御津郡建部町の時代に開館し昨年３０周年を迎えました。現在は

岡山市教育委員会が所管しています。 

３ 活動の内容 

 主な活動は、①毎月の主催行事（建部地区をフィールドにした水辺教室や里

山体験など自然体験型の環境教室）、②親子環境学習行事（夏冬の季節を生かし

親子で自然体験を深める環境学習行事）、③環境まつり（多くの参加者で環境学

習と交流を深める年１回の無料開放行事・５月末開催）、④小中学生など学校・

団体対象の環境教室（館内見学・環境学習授業・田地子川での水辺教室及び出

前授業）などです。                           ↑水生昆虫観察会の様子 

４ 新しい企画 

 公共施設ということで施設の活性化や入館者・利用者の増加という課題がありますが、建部地区の豊かな自

然環境や熱意のある地域や関係の人たちに接する中で、新しい企画が必要と感じました。より親しみがもて魅

力のある施設をめざして関係の皆様のご協力のもとに次のような新企画を実施しています。①水生昆虫観察

会（主催行事；水生昆虫に詳しい当会の方を講師に田地子川を会場に親子参加で実施）、②シンポジウム「川

に関わる環境学習を学ぶ集い」（共催行事；旭川源流大学実行委員会との共催で川の活動に関心を持つ者が集

い思いを語る行事を４回実施）、③旭川かいぼり調査（協力行事；しばらく参加が途絶えていましたが復活し

協力参加して運営等を担当）、④旭川に生息する生物の展示（近くの旭川から飛来するカゲロウ・トビケラ・

カワゲラ等の水生昆虫、淡水産貝類等の標本を展示）、⑤メダカ発生の様子の写真展示（発生過程にあるメダ

カの卵の顕微鏡観察写真を展示） 

５ おわりに     シンポジウム「川に関わる環境学習を学ぶ集い」の様子→ 

 施設の職員として、運営していく上で職員としての意識と技能を高めていく

ために研修の必要性を強く感じています。その意味で、岡山野生生物調査会の

行事への参加は、自然観察の楽しさとともに当館を運営していく上で貴重な研

修の機会にもなっています。特に印象深く大きな刺激となったのは、昨年度参

加した、倉敷市立自然史博物館見学会、大阪市立自然史博物館見学会、笠岡諸

島干潟観察会、そして岡山県内で開催された第４２回水生昆虫研究会への参加でした。 

当館での勤務から、旭川中流域の自然豊かな地域に施設が立地していること、子どもたちから大人まで多く

の人が自然体験や生き物観察に興味・関心を持っていること、地域をはじめ環境学習に関心のある方々からの

当館への期待が高いこと等を、日々実感しています。岡山市内でも数少ない環境学習施設であり、旭川中流域

の自然観察・体験の拠点でもある貴重な施設と思っています。今後とも皆様からのご支援ご協力を賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。 



平成 30年岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会活動報告 写真資料（一部） 

 

総会行事 

日時：1月 14日（日）       参加者：20名 

場所：操山公園里山センター 

主催：岡山野生生物調査会、旭川源流大学実行委員会 

概要：昨年の活動報告と今

年の活動方針等について

話し合われた。講演では岡

山理科大学が行う自然科

学の研究報告がなされた。 

 

大阪市立自然史博物館訪問 

日時：1月 28日（日）       参加者：10名 

場所：大阪市立自然史博物館 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：水生昆虫研究会の岡

山開催に向けて、表敬訪問

を行った。谷田一三館長に

解説をしていただいた。 

 

 

早春の観察会 

日時：2月 4日(日)、3月 25日(日)  参加者：10名 

場所：御津地区、粟井地区 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：御津地区を中心に、

セツブンソウ、アテツマン

サク、粟井地区ではヤマア

カガエルの卵塊の観察を

行った。 

 

ハルノマルツツトビケラ観察会  

日時：3月 18日（日）        参加者：5名 

場所：西川周辺 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：西川で目撃報告があ

った、ハルノマルツツトビ

ケ ラ D. sakura Nozaki, 

2017の観察を行った。 

 

瀬戸内海干潟調査 

日時：4月 30日（月祝）      参加者：25名 

場所：カブトガニ博物館、笠岡諸島各地 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：瀬戸内海の貧栄養

化、海洋生物の生息状況な

どの確認を目的として、笠

岡諸島の真鍋島、大飛島に

て調査を行った。 

 

布施神社お田植祭水生生物展示 

日時：5月 5日（土）        参加者：20名 

場所：鏡野町富地区 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：布施神社お田植祭の

中で、現地の川に生息する

オオサンショウウオを始

め、水生生物の生体展示を

行った。 

 

身近な水環境の一斉調査 

日時：6月 3日（日）        参加者：30名 

場所：旭川流域各地 

主催：旭川流域ネットワーク 

概要：全国水環境マップ実

行委員会が行う調査で、旭

川流域ネットワーク (AR-

NET)に協力し、採水やパッ

クテストの支援を行った。 

 

第 9回旭川源流大学 

日時：6月 9日（土）～10日（日） 参加者：15名 

場所：新庄村、蒜山、津黒 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：新庄、蒜山、津黒に

おいて、水生昆虫相にどの

ような違いがあるか、幼虫

と成虫の調査を行った。 

 



ウミホタル観察会 

日時：6月 15日（金）       参加者：10名 

場所：渋川地区 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：高校生向けの観察行

事として、渋川の海岸周辺

に生息するウミホタルの

観察会を行った。 

 

 

大野川ホタル観察会、生き物調査会 

日時：6月 16日(土)、10月 20日(土) 参加者：30名 

場所：御津地区大野公会堂周辺 

主催：おかやま環境ネットワーク 

概要：ホタルを中心に活動

する大野地区において、6

月には成虫、10月には幼虫

の生息調査を行った。 

 

 

旭川かいぼり調査勝山・竹枝 

日時：7月 22日(日)、11月 4日(日) 参加者：200名 

場所：勝山、竹枝 

主催：真庭市、竹枝をおもう会など 

概要：絶滅危惧種アカザ、

カジカの調査を中心に毎

年行われている市民参加

型の生き物調査で、水生昆

虫の採集、解説を行った。 

 

可児藤吉歴史探訪 

日時：8月 5日（日）        参加者：10名 

場所：勝央町 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：岡山出身の河川研究

者可児藤吉の墓参りと情

報収集に勝央町を訪れた。

貴重な出会いもあり、今後

につながる会となった。 

 

 

川に関わる環境学習を学ぶ集い 

日時：8月 19日(日)、12月 16日(日) 参加者：15名 

場所：環境学習センター「めだかの学校」 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：森、川、海のつなが

りについての情報提供、7

月豪雨災害の問題点など

について各方面からの報

告などがなされた。 

 

メダカの学習・田地子川の水生昆虫観察 

日時：10月 21日（日）       参加者：30名 

場所：田地子川 

主催：環境学習センター「めだかの学校」 

概要：家族連れ約 30 名の

生き物調査の講師を務め

た。水生昆虫好きの子ども

も多く、有意義な会になっ

た。 

 

第 42回水生昆虫研究会 

日時：11月 9日（金）～11日（日） 参加者：80名 

場所：津黒高原荘 

主催：同研究会 

概要：岡山では 3回目の開

催となった。現地事務局と

して行動した。岡山理科大

学学生の発表や運営支援

もあり、盛況であった。 

 

ヤマトビイロトビケラ観察会 

日時：11月 23日（金）       参加者：10名 

場所：牟佐大久保 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：希少な完全陸生の水

生昆虫で、岡山理科大学の

学生の卒業研究のテーマ

にもなっている。生息状況

の調査を行った。 

 
2019年当初の行事案内 ☆参加ご希望は事務局に事前連絡を ☆参加費 500円 ☆090-1186-9358（吉鷹） 

・2月 03日(日) 早春の観察会①：セツブンソウ、アテツマンサクなど 9:00～15:00 集合：9:00、津山線金川駅前 

・3月 17日(日) ハルノマルツツトビケラ観察会：13:00～15:00、集合：13:00西川アイプラザ  

・3月 24日(日) 早春の観察会②：カタクリ、ユキワリソウなど 9:00～17:00、集合：津山線金川駅前 

野生調 HP：(PC)https://okaseibututyousa.wixsite.com/okayaseiseibutu (携帯)http://k1.fc2.com/cgi-bin/hp.cgi/phalcon/ 


